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鳴
海
ヶ
丘
会
の
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
４
月
、
歴
史
と
伝
統

あ
る
高
鍋
高
校
の
第
３
１
代
校
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
創
立
１

０
４
年
を
迎
え
る
本
校
は
、
旧
高
鍋

藩
の
藩
校
「
明
倫
堂
」
の
精
神
を
今

に
受
け
継
い
で
お
り
ま
す
。
「
国
づ

く
り
の
基
本
は
人
材
育
成
に
あ
り
、

学
校
は
す
な
わ
ち
人
材
を
養
成
す
る

地
で
あ
る
」
。
こ
の
教
え
は
、
現
在

の
本
校
に
お
い
て
も
教
育
の
根
幹
を

な
す
精
神
で
す
。
か
つ
て
「
明
倫

堂
」
か
ら
輩
出
さ
れ
た“

孤
児
の
父”

石
井
十
次
先
生
が
、
「
高
鍋
は
理
想

的
人
物
を
養
成
す
る
に
最
も
適
当
な

と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
賛
美
さ
れ
た
こ

の
地
で
、
教
育
の
舵
取
り
を
担
う
重

責
を
深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
本
校
が
掲
げ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
百
折
不
撓
（
ひ
ゃ
く
せ

つ
ふ
と
う
）
」
〜
挑
戦
の
先
に
輝
く

未
来
へ
〜
で
す
。
「
幾
度
失
敗
し
て

も
志
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
挑
戦
し
続

け
る
」
と
い
う
こ
の
言
葉
に
は
、
予

測
不
可
能
な
変
化
の
激
し
い
現
代
社

会
に
お
い
て
、
失
敗
は
「
終
わ
り
」

で
は
な
く
、
成
長
の
た
め
の
不
可
欠

な
「
過
程
」
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
に

は
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
抜
く
強

さ
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
個
性
を
磨

き
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
人
材
へ
成

長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

こ
の
挑
戦
を
支
え
る
学
び
の
環

境
は
、
着
実
に
深
化
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
工
科
大
学
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド

校
と
の
探
究
的
な
国
際
連
携
は
２
年

目
を
迎
え
、
生
徒
た
ち
は
こ
の
高
鍋

の
地
に
い
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
獲
得
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
校
と
姉
妹
都
市
の
縁
で
結
ば

れ
た
山
形
県
の
米
沢
興
譲
館
高
校
と

の
交
流
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
昭

和
５
６
年
以
来
続
く
こ
の
交
流
で

は
、
校
内
で
の
歓
迎
式
典
や
生
徒

会
・
ク
ラ
ス
間
で
の
交
流
を
通
じ

て
、
郷
土
の
先
賢
の
精
神
を
学
び
合

い
、
姉
妹
都
市
へ
の
理
解
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
児
湯
五
町
と
連
携
し
た
「
児

湯
学
友
団
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
や

「
ま
ち
づ
く
り
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｇ

Ｏ
」
の
活
動
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
地
域
社
会
と
い
う
実
践

の
場
で
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
、
行

動
す
る
探
究
活
動
を
通
し
て
、
地
域

や
世
界
と
つ
な
が
り
、
そ
の
学
び
を

未
来
へ
還
元
す
る
力
を
育
ん
で
い
ま

す
。こ

う
し
た
多
様
な
学
び
と
「
文

武
両
道
」
を
追
求
す
る
校
風
、
そ
し

て
何
よ
り
地
域
の
皆
様
の
温
か
な
応

援
こ
そ
が
本
校
の
強
み
で
す
。
こ
れ

ら
を
基
盤
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
、
「
高

鍋
高
校
で
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
実

感
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
推
し
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

実
際
、
今
年
度
は
多
く
の
中
学

生
が
本
校
を
選
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

１
年
生
は
全
６
ク
ラ
ス
、
計
２
０
９

名
が
入
学
し
、
特
に
普
通
科
で
は
久

し
ぶ
り
に
定
員
充
足
を
果
た
す
な

ど
、
学
校
全
体
に
活
気
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
に
お
い
て
も
、
去
る

５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
鳴
海
ヶ
丘
祭

（
体
育
の
部
）
」
は
、
熱
中
症
対
策

の
た
め
実
施
時
期
を
９
月
か
ら
移
行

い
た
し
ま
し
た
。
３
年
生
が
昭
和
の

名
曲
『
高
校
三
年
生
』
の
メ
ロ
デ
ィ

に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
る
姿
に

は
、
伝
統
の
中
に
あ
る
新
鮮
な
彩
り

を
感
じ
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

部
活
動
に
お
い
て
も
生
徒
た
ち

は
躍
動
し
て
い
ま
す
。
高
校
総
体
で

は
ラ
グ
ビ
ー
部
が
１
０
連
覇
を
達
成

し
た
ほ
か
、
ボ
ー
ト
部
、
弓
道
部

（
女
子
個
人
）
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
男

子
合
同
チ
ー
ム
）
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ッ

ケ
ー
部
や
剣
道
部
、
陸
上
部
（
女
子

個
人
）
も
九
州
大
会
へ
進
出
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
野
球
部
は
県
選
手

権
大
会
で
第
３
位
、
放
送
部
・
美
術

部
・
明
倫
部
（
和
太
鼓
）
は
全
国
大

会
出
場
を
決
め
る
な
ど
、
優
れ
た
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
な
お
、
生
徒

た
ち
の
日
々
の
様
子
は
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
も
発
信
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

少
子
化
の
進
行
な
ど
、
高
校
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
校
が
守
り
抜

く
日
常
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
一
日
は

朝
の
静
寂
「
正
姿
」
の
時
間
で
始
ま

り
、
生
徒
た
ち
は
勉
強
や
部
活
動

等
、
ま
さ
に
「
文
武
両
道
」
を
貫
き

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
静
と

動
が
調
和
し
た
日
々
の
営
み
こ
そ

が
、
本
校
が
育
む
「
品
格
」
で
あ

石
川
展

宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校

校
長

大会名 科学・名動活部 体団/人個 種目 成績 学
年

ク
ラ
ス 氏名 出身中

日本金属学会2026年春期講演大会第15回高校生ポスターセッション 探究科学科 個人 優秀賞 3 5 高鍋東

高鍋西

美々津

高鍋東

高鍋東

第108回全国高等学校野球選手権宮崎大会スローガン作品コンクール 個人 優秀賞 2 4 椎葉

個人 ４位 3 4 国光原

個人 ６位 3 1 国光原

個人 優秀賞 3 1 唐瀬原

個人 優秀賞 2 4 都農

3 2 上新田

2 5 富田

第73回NHK杯放送コンテスト宮崎県予選 個人 朗読 第４位 2 6 佐土原

国際教育研究協議会主催英語弁論大会宮崎県予選 ＪＲＣ部 個人 英語弁論 第2位 2 5 高鍋東

第73回宮崎県高等学校野球選手権大会 野球部 団体 第３位 3 5 高鍋東

団体 女子団体 第４位 3 2 西米良

個人 女子個人 第５位 3 2 西米良

3 1 高鍋西

3 3 富田

3 1 高鍋西

3 3 富田

女子１５００ｍ 第6位 3 5 高鍋東

女子３０００ｍ 第7位 3 5 高鍋東

令和8年度宮崎県高等学校総合体育大会第74回弓道競技大会 弓道部 個人 女子個人 優勝 3 5 高鍋東

ローイング部 団体 男子総合 優勝 3 1 高鍋西

ローイング部 団体 女子総合 優勝 3 6 都農

ローイング部 個人 男子シングルスカル 第1位 2 3 高鍋東

3 1 高鍋西

2 3 新田

1 4 上新田

1 1 富田

2 3 富田

1 3 富田

1 1 大淀

2 1 高鍋西

3 6 都農

1 6 久峰

2 4 唐瀬原

3 6 唐瀬原

2 6 唐瀬原

1 6 高鍋東

ローイング部 個人 男子シングルスカル 第１位 2 3 高鍋東

3 1 高鍋西

2 3

松浦百花

（代）馬渡花穏

（代）大田百華

田中理桜

伊井壮佑

椎葉幸始

田中美羽

三好捺巳

今井ひおな

黒木奏那

(代)大﨑みは音

(代)田邉奏音

福留早希

田中理桜

（代）岩﨑琥太郎

（代）坂本星奈

坂本星奈

（代）山田幸弥

（代）齋藤翔大

（代）山田幸弥

（代）齋藤翔大

松浦百花

松浦百花

児玉莉乃

(代）橋口翔太

（代）味坂姫奈

友草清海

橋口翔太

（代）堀北大悟

勝川敬介

中名主昇

甲斐涼介

遊亀心琉

橋口武史

(代)中武凛葡

味坂姫奈

林ななみ

川谷怜那

(代)平尾柚

永友陽菜

日髙ももこ

友草清海

橋口翔太

堀北大悟 新田

SDGsQUESTみらい甲子園宮崎県大会 2 5優秀賞団体探究科学科

令和8年度宮崎県高等学校総合体育大会
第79回宮崎県高等学校陸上競技選手権大会 陸上競技部 個人

第44回宮崎県高等学校席上揮毫大会 書道部

放送部

剣道部

第79回全九州高等学校ラグビーフットボール競技大会 ラグビー部 団体 第3位

第73回NHK杯放送コンテスト宮崎県予選 第3位テレビ
ドキュメント

団体

ラグビー部 団体 第1位令和8年度第53回宮崎県高等学校総合体育大会ラグビー
フットボール春季大会

令和8年度第53回宮崎県高等学校体育大会
第73回宮崎県高等学校剣道競技大会

ローイング部

第1位男子ダブルスカルローイング部

令和8年度宮崎県高等学校総合体育大会

第１位男子ダブルスカル個人ローイング部
令和8年度全九州高等学校体育大会

第1位女子ダブルスカルローイング部

第1位女子舵手付き
クォドルプルローイング部

第2位男子舵手付き
クォドルプル

り
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
高
鍋
プ
ラ
イ
ド
」
の
体
現
で
す
。

こ
う
し
た
伝
統
を
次
世
代
へ
引

き
継
ぐ
上
で
、
同
窓
会
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
方
々
の
厚
い
御

支
援
は
、
生
徒
と
教
職
員
に
と
っ
て

何
よ
り
の
励
み
で
あ
り
、
心
の
支
え

で
す
。
皆
様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝

統
を
し
っ
か
り
と
次
代
へ
つ
な
ぎ
、

生
徒
た
ち
が
卒
業
後
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
全

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

鳴
海
ヶ
丘
会
の
会
員
の
皆
様
の

今
後
の
御
多
幸
と
御
発
展
を
心
よ
り

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

発 　 行
宮崎県立高鍋高等学校

同 窓 会

URL http://www.narumigaoka.jp/
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宮崎県児湯郡高鍋町
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
同
窓
会
学
校
担
当　

  

檜
室　

秀
幸

○
明
倫
奨
学
金
報
告
と
お
礼
に
つ
い
て

　

明
倫
奨
学
金
に
多
く
の
有
志
の
方
々
よ
り

寄
付
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
皆
様
の
寄

付
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
か
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

令
和
８
年
度
明
倫
奨
学
金
寄
付
者

（
令
和
８
年
４
月
以
降
）

２
個
人

　
　※

寄
付
者
の
公
表
は
、
同
窓
会
支
部
、
Ｏ
Ｂ
祭
実

行
委
員
会
、
卒
業
生
一
同
様
に
限
ら
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
企
業
及
び
個
人
の
寄
付
者
の
公

表
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。　

（
１
）
高
鍋
信
用
金
庫

銀
行
名　

高
鍋
信
用
金
庫
本
店（
店
番
号
０
０
１
）

口
座
番
号　

１
３
６
０
９
４
９

口
座
名
義　

高
鍋
高
校
同
窓
会　

育
英
会

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

岩
切　

正
司

※
寄
付
金
か
ら
手
数
料
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お

　

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

（
２
）
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

銀
行
名　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
番
号　

０
１
７
０
０
ー
９
ー
１
４
１
５
１
３

加
入
者
名　

宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校
同
窓
会　

　
　
　
　
　

「
鳴
海
ケ
丘
会
」

※
寄
付
金
か
ら
手
数
料
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お

振
り
込
み
に
な
る
か
、
事
務
局
が
用
意
い
た
し

ま
し
た
専
用
払
込
取
扱
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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宮崎県立高鍋高等学校同窓会

令和７年度「鳴海ケ丘会」事業報告  

４月 　 9日(水)

　　　26日(土)

５月 　 8日(木)

　　　26日(月)

６月 　 8日(日)

　　　27日(金)

７月 　 1日(火)

　　　20日(日)

11月　11日(火)

11月　21日(金)

      ～22日(土）

　　　29日(土)

１月   24日(土)

　　　29日(木）

２月 　 2日(月)

　　　13日(金)

　　　27日(金)

３月   18日(水)

会計監査　13:00～15:30　鳴海ヶ丘会館

ＰＴＡ総会

令和7年度明倫奨学金奨学生発表

三役会　18:00～　鳴海ヶ丘会館

(会長、副会長、校長、教頭、学校担当、R7OB祭実行委員等　合計15名出席)

理事会　18:30～　鳴海ヶ丘会館

(会長、副会長、校長、教頭、学校担当、R7OB祭実行委員等　合計22名出席)

東京支部総会　12:30～16:00　アルカディア市ヶ谷

(会長、校長等　合計 88名出席）

第2回三役会　17：30～

総会（評議員会）　18:30～ 終了後懇親会　ホテル四季亭

(会長、副会長、校長、教頭、学校担当、R7OB祭実行委員等　合計50名出席)

明倫奨学金振込日

関西支部総会　12:00～15:00　道頓堀ホテル

(副会長、校長等　合計 41 名出席）

鳴海ヶ丘会々報89号発刊

宮崎地区支部合同総会　18:30～21:00　MRTmicc

(会長、校長等　合計65名出席）

高鍋高校｢鳴海ヶ丘会｣令和7年度ＯＢ祭(実行委員：H14年卒)　

テーマ「愛×夢　そして故郷を想う」

　　21日　　ゴルフコンペ 7:30～　宮崎座論梅GC

　　　　　 　懇親会　　 　17:30～　ホテル四季亭

　　22日　　講演会　　　 13:30～　高鍋高校体育館

　　　　　　 高鍋フェス　 13:30～　高鍋高校

　　　　 　　花火　　　 　17:45～　小丸川河川敷

福岡支部総会　13：00～・天神テルラ

(会長、校長等　合計37名出席）

川南支部総会　18:00～　ホテルカワミーナ

（会長、校長等　合計 61名出席）

第3回三役会　19:00～　鳴海ケ丘会館

（会長、副会長、校長、学校担当等　合計　13名出席）

明倫奨学金振込日

ＯＢ祭引継会　18:30～ ホテル四季亭

(会長、副会長、顧問、鳴海ヶ丘会館館長、教頭、学校担当、

R7OB祭実行委員、R8OB祭実行委員　合計22名出席)

同窓会入会式　13:30～　高鍋高校体育館

鳴海ヶ丘会々報90号発刊

明倫奨学金奨学生審査委員会　17:00～　高鍋高校　

　

　

　

　

　

　

　

　

事業内容

令和7年度 同窓会費 収支決算書

収入金額
支出金額
繰越金額

（収支）4,934,104円 - 3,629,808円 =1,304,296円（繰越金額）

4,934,104円
3,629,808円
1,304,296円

収入の部 （単位 = 円）

支出の部 （単位 = 円）

費目

会費

繰越金

特別収入

雑収入

合　　計

2,668,800

2,066,545

0

0

4,735,345

2,660,000 556名×400円×12ヶ月

2,066,545

100,000

107,559

4,934,104

-8,800

0

100,000

107,559

198,759

S59年還暦同窓会

預金利息、日向支部より支援金戻入

予算額 決算額 増減 摘要

費目

事務費

会議費

事務局費

事業費

鳴海ヶ丘会館維持費

旅費

特別積立金

改修積立費

雑費

予備費

合　　計

OB祭関係費

支部援助費

卒業生費

事業推進委員会費

広報費

人件費

ホームページ管理費

205,000

80,000

0

1,575,800

150,000

235,000

77,000

300,000

118,800

630,000

65,000

550,000

300,000

600,000

400,000

0

1,024,545

4,735,345

176,105

60,936

0

1,549,228

150,000

231,786

69,530

284,112

118,800

630,000

65,000

550,000

293,539

600,000

400,000

0

0

3,629,808

28,895

19,064

0

26,572

0

3,214

7,470

15,888

0

0

0

0

6,461

0

0

0

1,024,545

1,105,537

三役会、理事会、他

事務局会議費R6年度より削減

ＯＢ祭実行委員会援助
R7年OBへ120,000、R8年OBへ30,000

支部援助費、送付料

卒業記念品（図書カード）、育英会表彰

同窓会企画広告料、他

 鳴海ヶ丘会 会報

館長謝礼、事務人件費

管理者への手当、サーバー代

光熱費・火災保険料等会館維持管理費

事務用品・消耗品・Wi-Fi・携帯電話
コピー機リース料

100周年特別積立

予算額 決算額 残減 摘要

訳
　
　
内

令和 」金学奨倫明「 会窓同校高鍋高 度年7
収支決算報告書

収入金額
支出金額
繰越金額

24,260,204円
1,467,215円
22,792,989円

収入の部

支出の部

項目

繰越金

寄付金（高信）

寄付金（郵貯）

雑収入

合　　計

備考

令和6年度より

令和7年度

令和7年度

預金利息

22,605,260

1,536,334

99,000

19,610

24,260,204

金額

令和7年度 鳴海ヶ丘会館
収支決算報告書

収入金額
支出金額
繰越金額

3,257,565円
2,198,519円
1,059,046円

収入の部

支出の部

項目
繰越金
高校同窓会
会館使用料
雑収入
合　　計

備考
令和6年度より
会館維持費

落雷による保険・預金利息

968,656
550,000
537,100
1,204,809
3,257,565

金額

項目
燃料費
電気料
水道料
防災費
修繕費

火災保険料
消耗品・備品費
合　　計

備考
ガス、灯油

電灯、電力(前年度 443,875)
              (前年度 152,295)
消防用設備等点検料
エアコン設備修繕費、他

トイレットペーパー、他

62,027
421,221
147,108
132,000
1,251,239
177,870
7,054

2,198,519

金額

項目

明倫奨学金

明倫特別奨学金

事務費

合　　計

備考

240,000円 4名・インド工科助成

お礼状送付料、振込手数料、他

1,460,000

0

7,215

1,467,215

金額
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高鍋東
高鍋西
計
富田
新田
上新田
計
木城
国光原
唐瀬原
計
都農
西米良
美々津
財光寺
富島
岩脇
日向
大王谷
計
穂北
都於郡
三納
三財
銀鏡
妻
計
久峰
広瀬
佐土原
大塚
東大宮
住吉
檍

宮崎日大
宮崎東
宮崎西
宮崎北
清武
赤江東
木花
本郷
大宮
宮崎
大淀
日向学院
加納
計
北浦
土々呂
門川
延岡
高千穂
島野浦
旭
聡明
西階
諸塚
東海
椎葉
計
吾田
飫肥
南郷
東郷
東方
日南学園
福島
高原
三股
綾
計

大学名
北海道
北海道教育
岩手
筑波
群馬
埼玉
千葉
お茶の水女
東京学芸
横浜国立
富山
山梨
大阪
奈良女子
滋賀
岡山
広島
山口
高知
徳島
愛媛
福岡教育
九州
九州工業
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
鹿屋体育
琉球
大学名
旭川市立

群馬県立県民健康科学
横浜市立
都留文科
静岡芸術文化
金沢美術工芸
前橋工科
兵庫県立
公立鳥取環境
尾道市立
県立広島
広島市立
島根県立
下関市立
山口県立
山口東京理科
周南公立
高知県立
高知工科
北九州市立
福岡女子
福岡県立
長崎県立
熊本県立
大分県立看護
宮崎公立
宮崎県立看護
名桜

3年度

1

1

2

1

2
3

1
2
11
3
1

3年度

1
1
1

1

1

1
2
3
2

2
1

4
2

4年度

1

1

1
7
7

1
4年度

1
1
1

1

1
1

1

1
1

4

5年度

1

1

1

2 1

1

1
1
1

10
1
1

5年度
1

2
1

1

2

1

4
2

6年度 7年度 7年度
1

1

1

1

1

2
1

1
8
1
1
1

1

1

2
1
9
4

6年度 7年度

1

1

1

1

1

1

4
1

1

1

1
2
1

3
1

1
1

1

1
1

2

1

1

1
4
1

5

2
2
5
1
3
1

1

3
3
4
14
3
1
13

3
1

1

1
2

4
2

合計
1
1
0
1
1
1
0
0
1
1
1
0
1
0
1
0
4
0
3
0
1
2
2
5
3
1
4
5
45
16
3
2
合計
1
1
1
2
2
1
1
0
2
1
0
0
3
6
1
0
2
1
2
8
2
1
6
3
0
20
7
0

男
19
11
30
10

1

12
5
3
14
17
10

1

1

1
1
1

2

3

2

1

1

5

1

1
1

1
7
19
93

種別
年度

6
5
4
3
合計

国立大学 公立大学 準大学 私立大学 短期大学 専修看護 専修学校 就職
現

22
20
16
27
101

過

1
1
2
1
5

計

23
21
18
28
106

現

15
11
11
21
68

過

1
2
2
1
6

計

16
13
13
22
74

現

0
0
0
0
1

過

0
0
0
0
0

計

0
0
0
0
1

現

82
88
92
81
420

過

8
4
4
20
45

計

90
92
96
101
465

現

11
14
16
20
73

現役

12
16
16
12
66

現役

30
50
49
46
200

現役

18
32
32
29
143

過

0
0
0
1
1

計

11
7 16 0 16 10 0 10 1 0 1 77 9 86 12 10 25 320 12

14
16
21
74

男
12
16
28
11
1

12
2
2
10
12
4

1

2

3

2
2
1

2
1

1

2

7

1

2
1
4
1

1

2
4
21
80

7
11
18
1

2
3
4
3
9
12
10

1

1
2
1

1

1

1

4
51

7
11
18
8

2
10
1
5
15
20
3

1

1
2

1
3
1

1

1

1

4

1

1

1
1

4
1

1
3
16
68

3
6
9
6

2
8
6
6
9
15
4
1
1

1

1
1

1

1

3
46

6

6

1
1
1

3
3
1
1
1

1

1
2
15

7
6
13

2

2

0
15

6
5
11

2

1
1

1
1

1

1

2
16

9
3
12
1

1
1

6
6

1

1

0
21

8
5
13

2
2
1
3

0
18

6
3
9

1

2
2
2

0
14

7
3
10
1
1

2

2
2
1

1

1
1
1

1

3

4
19

0
0

0
0

6
6
2

2
2
2
2
4
1
1
1

1

1

1
2
4
2
1

7

1
1

1

1
4

14
30

1
1
2
1

1

0
3

8
1
9
3

3

1
3
4
2

1
1
6
3

9

10
28

59
49
108
30
1
5
36
13
12
44
56
18
3
2
1
4
1

8
2

4
6
2
1
1

4
1

1

2
2

2

16

1

2
1

1
1
1
2
1
10
3

1

4
15
60
293

68
46
114
20
2
4
26
18
16
43
59
25
2
4

1

5
2
2

6
10
13
8
1
1

2

25

1
2

1
1
1
6

1
45
291

127
95
222
50
3
9
62
31
28
87
115
43
5
6
1
4
1
1

13
4
2

10
16
15
9
2
1

4
1

1

2
2
2

2

41

2
2

2
1

1
1
2
3
2
16
3

1

4
16
105
584

女 男

　

女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女女
21
7
28
6

2
7
4
2
10
12
5

1

2

2

3
1

1 1

2

4

1

1

1
10
67

出身市町村

高鍋町

新富町

木城町

川南町

都農町
西米良村

日向市

西都市

宮崎市

県北

県南

県西
東諸県郡

県外
旧学区外中学校

総計

出身中学校
普通科

1年 2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 3年
探究科学科 生活文化科 計 総計

160 131 114 30 37 32 19 30 31 584 584

国立大学
大学名
仙台
城西
早稲田
法政
立教
武蔵
大東文化
中央
明治
東洋
立正
帝京
専修
日本
明星
東京農業
國學院
順天堂
日本体育
流通経済
中央学院

国際医療福祉
東海学院
東海
中京
立命館
龍谷
同志社
天理
大阪体育
大阪産業
近畿
関西
関西学院
京都産業
環太平洋
福岡
西南学院
西南女学院
九州女子
久留米
久留米工業
中村学園
九州産業
九州共立
福岡工業

福岡国際医療福祉
熊本学園
純真学園
九州国際
崇城

九州看護福祉
立命館アジア太平洋

別府
日本文理
南九州
宮崎国際
宮崎産業経営
九州医療科学
志學館
その他

大学名
大分県立芸術文化短期大学
鹿児島県立短期大学
実践女子短期大学
九州女子短期大学
香蘭女子短期大学
精華女子短期大学
九州大谷短期大学
中村学園短期大学部
九州産業大学造形短期大学部
西日本短期大学
福岡こども短期大学
大分短期大学

別府溝部学園短期大学
南九州大学短期大学部
宮崎学園短期大学

鹿児島純心女子短期大学
その他短期大学

高看・准看
その他専門学校

内訳
普通科男
普通科女
生活文化
計

普通科男
普通科女
生活文化
計

普通科男
普通科女
生活文化
計

普通科男
普通科女
生活情報
計

普通科男
普通科女
生活情報
計

建設

4

4
1

1
3
1

4
1

1

製造

2
2
4

1
1

3
4

1
1
2

3
4

1
1

1
1

1
4

1

2
3
1

1

1
1

卸売小売

3
3

2
2

金融保険

1
1

1

1
1

1
2

運輸・通信
3

1

7

6
2

6

4

3

3

1

1
1

1
1

1

介護・医療

1
2
3
1
3
1
5

1
1

サービス

2
2

3
2
5

2
2
2
1
3
6

自衛隊

2

1
3
10
1
1
12
6
2

8
10

10

公務員

2

2
1

1
1
2

3
2

2

その他

2

2
1
4
1
6
4

4
3

3

合計

8
4
6
18

17
5
10
32

15
9
8
32
18
8
6
32
20
1
8
29

大学名
防衛大学校

防衛医科大看護
水産大学校
看護大学校

4年度 5年度4年度

1
1

1

1
1
10
1

4年度
16
49

5年度
2

1

3
7

1

5年度
16
50

6年度 7年度 6年度 7年度
2 1

1
1

2
1

6

1
2

7

6年度 7年度
12
30

10
22

3年度
1

2

2
1

1

1

2
8
2

4
1

2
7

4

1
3

3
1
2

6

2
5
5
9
4
5
1
19

4年度
1
1
1

1

1

1

1
1

2

1

3
1
1
2

1
7
3

2
2
1

3
4
8
1
1
1

3
1
2

2
9
3
8
5

11

5年度

1
1
1

1

1

1
1

1
1

1
5

1

1
1
1

6
4
1
2
2
1
1
11
2
6

1
3
2

2
4
4
8
3
3
1
6

6年度

1
1

3

1
1
1
2

1
1
1

1
1
1

1
1
1

3
2
1
1

4
2
2

5

1
5

1
2

1
1

5
2
7
7
8

11

合計
2
1
4
2
6
1
3
0
4
1
2
4
3
2
1
5
2
1
3
1
1
2
2
3
0
5
16
3
6
1
2
10
5
2
1
2
23
17
3
4
18
2
3
24
8
22
3
7
4
1
14
4
2
4
19
23
31
36
24
3
60

私立大学 短期大学

高看・専門学校

準大学

6
年
度

7
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

※準大学は、防衛大、防衛医科大、水産大、気象大、職業能力大、看護大。

2.国立、公立大学年度別合格者数
（過去5年間、含過年度生）

1.進学・就職合格者数（過去5年間）

3.主な私立大学年度別合格者数
（過去5年間、含過年度生）

4.主な短大・準大・高看等の年度別合格者数
（過去4年間、含過年度生）

5.就職状況
（過去5年間、最終就職者数。過年度生を含まず）

令和8年度出身中学校別生徒数

令和7年度 進路状況（過年度卒含）

な
ん
き
ん
は
ぜ

※高知大学・九州工業大学・佐賀大学
宮崎大学・鹿児島大学・鹿屋体育大学
琉球大学・前橋工科大学・周南公立大学
静岡文化芸術大学・北九州市立大学
長崎県立大・宮崎県立看護大
宮崎公立大
※国公立大学２６名合格
※宮崎県内国公立大学１３名合格
※青山学院大学・立教大学・専修大学
國學院大學・帝京大学・東海大学
東京農業大学・立命館大学・龍谷大学
関西大学・九州産業大学・福岡大学
西南学院大学・崇城大学・南九州大学
宮崎産業経営大学等
※私立大学８０名合格
※就職内定率１６年連続１００％達成
※防衛大学１名合格自衛隊
※公務員

三
十
八
年
と
い
う
長
い
月
日
が
流

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
一
人
で
あ

る
私
が
、
こ
の
度
、
教
頭
と
し
て

再
び
貴
校
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
ご
報

告
を
兼
ね
て
、
筆
を
執
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

校
舎
に
響
き
渡
る
チ
ャ
イ
ム
は
、

あ
の
頃
と
全
く
変
わ
ら
な
い
音
色

で
私
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬

間
、
教
頭
と
い
う
職
責
へ
の
緊
張

感
と
と
も
に
、
当
時
の
自
分
に

戻
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

校
内
を
歩
け
ば
、
歴
史
を
物
語
る

伝
統
の
香
り
と
、
新
た
な
設
備
か

ら
放
た
れ
る
新
鮮
さ
が
共
存
し
て

お
り
、
貴
校
が
歩
ん
で
き
た
年

月
の
深
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

赴
任
後
、
同
級
生
と
再
会
す
る
機

会
が
格
段
に
増
え
ま
し
た
。
三
十

八
年
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
は
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
歳
月
を
重
ね
て
は

お
り
ま
す
が
、
ふ
と
し
た
表
情
に

当
時
の
面
影
を
覗
か
せ
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
を
支
え
る

立
派
な
大
人
と
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン

の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
る
姿
を
見

て
、
貴
校
の
教
え
子
で
あ
る
こ
と

を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開

き
ま
し
た
。
暑
さ
に
負
け
ず
盛
り

上
が
っ
た
体
育
祭
、
本
気
で
競
い

合
っ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
時
に
は

仲
間
と
ぶ
つ
か
り
合
い
、
他
愛
も

な
い
こ
と
で
笑
い
転
げ
た
あ
の

日
々
。
無
垢
だ
っ
た
あ
の
頃
の
記

憶
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
鮮

や
か
に
蘇
り
ま
す
。

た
だ
、
今
は
も
う
、
あ
の
頃
の
よ

う
に
無
邪
気
に
肩
を
組
み
、
飾
ら

な
い
言
葉
で
冗
談
を
言
い
合
う
こ

と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
互
い
の
立
場
や
、
積
み
重
ね

て
き
た
時
間
が
、
あ
る
種
の
慎
み

や
節
度
と
い
う
境
界
線
を
作
っ
て

い
ま
す
。
一
抹
の
寂
し
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
我
々
が
大
人
と

し
て
誠
実
に
歩
ん
で
き
た
証
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
貴
校
の
教
頭
で
す
。
立

派
に
成
長
し
た
同
級
生
た
ち
に
恥

じ
ぬ
よ
う
、
高
鍋
高
校
の
さ
ら
な

る
向
上
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

こ
の
学
び
舎
が
、
次
代
を
担
う
若

者
た
ち
に
と
っ
て
生
涯
の
誇
り
と

な
る
よ
う
に
。

私
を
育
ん
で
く
れ
た
貴
校
へ
、
精

一
杯
の
恩
返
し
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

木
村
英
二
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私
は
、
６
月
１
２
日
に
宮
崎
南
高
等
学
校

で
行
わ
れ
た
宮
崎
県
国
際
教
育
研
究
協
議
会

主
催
の
高
校
生
英
語
弁
論
大
会
九
州
代
表
選

考
会
宮
崎
健
予
選
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果

は
２
位
と
な
り
、
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
る
九

州
地
区
代
表
選
考
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
上
位
大
会
が
控
え
て
い
る
た
め
、
弁
論

内
容
に
つ
い
て
は
ま
だ
伝
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
私
の
海
外
体
験
を
踏
ま
え
て
今

伝
え
た
い
こ
と
を
文
章
に
し
ま
し
た
。
先
生

か
ら
こ
の
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
原
稿
提
出

期
限
ま
で
短
か
っ
た
上
に
高
校
総
体
期
間
と

重
な
っ
て
い
た
た
め
、
原
稿
に
つ
い
て
は
放

課
後
に
教
科
担
任
の
先
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

と
話
を
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

家
で
書
い
た
も
の
を
添
削
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
原
稿
が

仕
上
が
っ
て
か
ら
は
、
必
死
に
覚
え
る
作
業

で
し
た
。
学
校
の
休
み
時
間
も
家
で
も
暇
さ

え
あ
れ
ば
原
稿
を
ぶ
つ
ぶ
つ
つ
ぶ
や
く
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
覚
え
る
の
に
苦
労
し
た
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
ま
し
た
。
た
だ
、
表
現
力
は
も
っ
と
磨

く
必
要
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
少
し
時
間
オ
ー
バ
ー
し
た
部
分

も
あ
っ
た
た
め
、
九
州
大
会
の
た
め
に
修
正

し
た
原
稿
を
も
う
一
度
覚
え
な
お
し
、
全
国

へ
の
切
符
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！
！

　

６
月
に
福
岡
県
の
遠
賀
川
で
行
わ
れ
た
九

州
総
体
で
は
、
２
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

が
優
勝
、
私
と
２
年
生
の
ペ
ア
の
男
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
で
も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
賀
川
は
風
や
波
の
影
響
が
大
き
い
ラ
フ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
練
習

を
信
じ
、
落
ち
着
い
て
レ
ー
ス
に
臨
め
た
こ
と

が
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
は
、ペ
ア
と
と
も
に
朝

練
に
励
み
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
な
が
ら
互
い
を
信
頼
し
、
一つ
一つ
の
課
題

と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が

優
勝
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
目
標
は
九
州
大
会
優
勝

で
は
な
く
、
全
国
制
覇
で
す
。
今
回
の
結
果
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
７
月
に
行
わ
れ
る
国
ス

ポ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
、
今
回
の
レ
ー
ス
で
見
つ
か
っ
た
課
題
を
一

つ
一つ
克
服
し
、さ
ら
に
強
い
漕
ぎ
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
で
も
自
分
た
ち

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、一
回
一
回
の
練
習
を

大
切
に
し
、
日
本
一
に
な
る
た
め
に
妥
協
せ
ず

努
力
を
続
け
ま
す
。

　

私
た
ち

は
ロ
ー
イ
ン

グ
が
大
好

き
で
す
。
競

技
に
打
ち

込
め
る
環

境
が
あ
る

こ
と
へ
の
感

謝
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
ま

で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た

先
生
方
や

保
護
者
の

方
々
、
仲
間

へ
の
恩
返
し
を
結
果
で
示
せ
る
よ
う
、
全
国
大

会
で
は
優
勝
だ
け
を
見
据
え
、
最
後
の
一
漕
ぎ

ま
で
全
力
で
戦
い
抜
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
九
州
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
多
く
の

ご
声
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
、

保
護
者
の
方
々
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
こ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

九
州
大
会
で
は
、
団
体
で
悔
し
い
思
い
を
し

た
全
員
の
思
い
を
背
負
い
、
恩
返
し
を
す
る
た

め
に
も
、
一
試
合
で
も
多
く
勝
ち
進
む
と
い
う

強
い
気
持
ち
で
最
後
ま
で
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

各
県
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
選
手
と
の
試
合
は
レ

ベ
ル
が
高
く
、
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に

な
り
、
ま
た
こ
の
場
で
試
合
に
出
場
で
き
た
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
こ
れ
ま
で

練
習
し
て
き
た
こ
と
を
大
舞
台
で
出
し
切
る

こ
と
が
で

き
た
だ
け

で
は
な
く
、

そ
の
中
で

今
後
自
分

の
や
る
べ

き
こ
と
に

気
づ
く
こ

と
が
で
き
、

多
く
の
学

び
を
得
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の

経
験
を
無

　

こ
の
た
び
、
宮
崎
県
高
校
総
体
弓
道
競
技

個
人
戦
に
お
い
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
た

く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ
で
こ
の
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

九
州
総
体
を
終
え
、
改
め
て
自
分
た
ち
の

現
在
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合

で
は
最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
う
こ
と
は
で
き

ま
し
た
が
、
ト
ラ
イ
を
取
り
き
れ
な
い
決
定

力
の
少
な
さ
、
反
則
を
犯
し
て
し
ま
う
場
面

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

特
に
、
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
の
精
度
や
試
合

の
流
れ
を
つ
か
む
力
は
、
花
園
を
目
指
す
上

で
さ
ら
に
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

高
校
ラ
グ
ビ
ー
生
活
も
残
り
半
年
と
な

り
、
仲
間
と
プ
レ
ー
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
悔
し
さ

を
無
駄
に
せ
ず
、
日
々
の
練
習
か
ら
一
つ
一

つ
の
プ
レ
ー
に
こ
だ
わ
り
、
チ
ー
ム
全
員
で

課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
も
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
存

在
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
声
を
出
し
続
け
、

ど
ん
な
苦
し
い
場
面
で
も
最
後
ま
で
諦
め
ず

戦
い
抜
き
ま
す
。

　

目
標
で
あ
る
花
園
優
勝
を
実
現
す
る
た
め

に
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
、

支
え
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
、
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

最
高
の
結
果
で
高
校
ラ
グ
ビ
ー
を
締
め
く

り
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
も
全
力
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
九
州
三
冠
」・「
自
力
で
国
ス
ポ
出
場
」
を

掲
げ
、チ
ー
ム
が
始
動
し
、半
年
が
経
っ
た
。昨

年
度
、全
国
選
抜
予
選
で
１
回
戦
敗
退
と
な
っ

た
悔
し
い
経
験
を
糧
に
、
選
手
た
ち
は
日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
必
死
に
励
み
、
ま
た
勉
強
や

学
校
行
事
に
も
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
当
初
は
こ
の
日
を
迎
え
る
に
は
時
間
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て
い
た
が
、
遠
征
に
強
化

事
業
に
学
校
行
事
に
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
そ

の
日
が
き
て
し
ま
っ
た
…
と
い
う
感
覚
が
私
自

身
に
は
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
今
回
の
敗
因
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。時
間
は
無
限
で
は
な
い
。有

限
な
ん
だ
と
。
当
た
り
前
で
は
あ
る
が
私
自

身
、
そ
れ
を

見
失
っ
て
い

た
よ
う
に
感

じ
た
。

　

５
年
連

続
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場

を
逃
し
た

今
、
ま
た
私

達
は
挑
戦

者
と
し
て
挑

ん
で
い
く
。

選
手
た
ち

も
自
分
た

ち
を
振
り

返
り
、
良
い

部
分
は
継

続
し
、
改
善

す
べ
き
部
分

を
見
直
し
て
、
一
人
一
人
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。そ
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
心
を
そ
ろ
え
て
戦
っ

て
い
き
た
い
。競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
努
力

が
報
わ
れ
る
瞬
間
を
ま
た
共
に
し
た
い
。
他
競

技
か
ら
競
技
変
更
を
決
め
て
ホ
ッ
ケ
ー
に
打
ち

込
ん
で
い
る
選
手
た
ち
に
ホ
ッ
ケ
ー
を
選
ん
で

よ
か
っ
た
と
心
か
ら
そ
う
思
っ
て
ほ
し
い
。

悔
し
涙
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
た

く
さ
ん
経
験
し
た
。
う
れ
し
涙
か
ら
得
る
学
び

を
経
験
す
べ
く
、
ま
た
選
手
と
共
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
放
送
部
で
す
。
現
在
３
年
生

２
名
２
年
生
４
名
１
年
生
２
名
の
８
名
で
活

動
し
て
お
り
、
６
月
に
行
わ
れ
た
宮
崎
県
予

選
で
は
４
名
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
、
朗
読
部
門
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部

門
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
、
創
作
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
、
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部

門
の
６
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
朗
読
部
門

で
は
２
０
６
の
福
留
早
希
が
本
校
で
は
５
年

ぶ
り
と
な
る
４
位
入
賞
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
部
門
で
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
大
会

出
場
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前

回
の
全
国
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
で
し
た
が
、
今
回

は
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
開
催
に

参
加
し
ま
す
。
本
校
か
ら
は
番
組
編
集
を
務

め
た
３
０
２
大
﨑
み
は
音
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
し
た
２
０
５
田
邉
奏
音
の
２
名
が
７

月
２
０
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
出
発
し

ま
す
。
現
在
も
作
品
の
手
直
し
な
ど
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
全
国
で
も
上
位
入
選
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
文
責
清
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

俊
憲

　

４
年
生
の
前
期
が
終
わ
っ
て
約
半
年
が

経
過
し
、
後
期
も
終
了
し
ま
し
た
。
４
年

間
を
通
し
て
、
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
４
年
生
後
期
を
「
卒
業
論
文
執
筆
」

と
「
社
会
人
に
な
る
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
」
、
「
大
学
生
活
を
振
り

返
っ
て
」
の
３
つ
に
分
け
て
書
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
卒
業
論
文
執
筆
に
つ
い
て

で
す
。
私
は
、
電
力
自
由
化
に
よ
る
価
格

変
化
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
執
筆
し
ま

し
た
。
法
改
正
に
よ
り
市
場
の
性
質
が
変

わ
る
こ
と
に
着
目
し
、
電
力
料
金
の
変
化

を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
う
ち
は
、
電
力
市
場
や
経
済
理
論

に
つ
い
て
詳
し
く
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
様
々
な
文
献
を
読
ん
だ
り
、
経
済
産

業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
収
集
し

た
り
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
１
年
間
を
通
し
て
自
分
の

知
識
が
増
え
て
深
ま
る
こ
と
を
経
験
し
、

楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
電
力
自
由
化
に
よ
る
価
格
変

化
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
卒
業
論
文
を
最
後

ま
で
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
、
強
い
達
成

感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
社
会
人
に
な
る
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
入
社
し
た
と
き

に
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
日
商
簿
記
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
勉

強
を
改
め
て
始
め
ま
し
た
。
社
会
人
に
な

る
と
現
在
よ
り
も
自
由
な
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
今
の
う
ち

に
勉
強
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
毎
日

継
続
し
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
自

分
の
身
に
つ
け
な
が
ら
勉
強
を
進
め
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
で

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
、
ゼ
ミ
活

動
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な

こ
と
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
苦
手
な
こ
と
に

も
向
き
合
え
た
大
学
生
活
で
し
た
。
私
自

身
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
多
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
常
に
成
長
を
忘
れ
ず
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
鍋
高
校
や
広
島
大
学
の
関
係
者
の

方
々
及
び
、
両
親
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
社
会
人
生
活
も
過
ご
そ
う
と

思
い
ま
す
。

　

３
年
生
の
前
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
３

年
生
が
始
ま
り
、
以
前
よ
り
も
実
習
が
多

く
な
る
中
で
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
と
授
業
の

復
習
を
両
立
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し

た
。
今
期
で
は
、
特
に
生
理
学
実
習
と
血

液
学
実
習
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

生
理
学
実
習
で
は
心
電
図
や
呼
吸
機
能

の
測
定
な
ど
を
通
し
て
、
講
義
で
学
ん
だ

理
論
と
実
際
の
デ
ー
タ
が
結
び
つ
き
、
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
血
液
学
実

習
で
は
、
血
液
塗
抹
標
本
の
作
製
や
染

色
、
顕
微
鏡
観
察
を
行
い
、
細
胞
の
形
態

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
は
手

技
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
繰

り
返
し
行
う
こ
と
で
少
し
ず
つ
慣
れ
、
基

礎
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
面
で
は
、
免
疫
学
が
自
分
に
と
っ

て
苦
手
な
分
野
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
反
応
の
流
れ
や
用
語
が
複

雑
で
理
解
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
た

め
、
今
後
は
講
義
の
復
習
や
国
家
試
験
の

過
去
問
の
活
用
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

後
期
は
さ
ら
に
専
門
的
な
内
容
が
増
え

て
く
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
習

や
講
義
で
得
た
知
識
を
も
と
に
勉
強
と
実

習
の
両
面
で
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
病
院
実
習
で
学

び
を
実
践
に
つ
な
げ
、
臨
床
現
場
で
役
立

つ
臨
床
検
査
技
師
に
な
り
た
い
で
す
。

　

今
回
も
、
奨
学
金
に
よ
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
学
業
に
専
念
で
き
て
い
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
５

年
度
卒
の
横
山
優
莉
で
す
。

　

大
学
２
年
生
を
終
え
、
い
よ
い
よ
大
学

生
活
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
今
学

期
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
経
営
の
知

識
を
実
践
の
場
で
活
か
す
機
会
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
授
業
で
は
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
今

後
の
社
会
動
向
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
企

業
が
取
り
組
む
べ
き
新
た
な
社
会
的
責
任

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
経
営
者
だ
け
で
な

く
消
費
者
の
視
点
か
ら
商
品
や
政
策
を
考

え
る
過
程
は
非
常
に
興
味
深
く
、
実
践
的

な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
ゼ
ミ
活

動
で
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
柚
子
を
広
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
柚
子
の
特
産
地
で
あ
る
馬
路
村
と
連

携
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
の
調
査
や
柚

子
の
特
性
分
析
、
海
外
へ
の
輸
出
方
法
ま

で
具
体
的
に
検
討
し
、
最
終
的
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
学
に
向
け
て
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
斬
新
さ
だ
け
で
な

く
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
数
年
後
に

黒
字
化
で
き
る
現
実
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
す

が
、
そ
の
分
完
成
し
た
と
き
に
は
班
員
全

員
で
抱
き
合
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
後
に
は
馬
路
村
の
方
か

ら
「
ぜ
ひ
実
現
し
て
み
た
い
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
来
期
の
ゼ
ミ
で

は
さ
ら
に
内
容
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

授
業
外
で
は
、
前
期
に
引
き
続
き
部
活

動
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
営
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
、
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
や

新
歓
企
画
の
立
案
な
ど
業
務
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
運
営
を
見
直
し
、
視
聴
回
数
や

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
推
移
な
ど
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
発
信
方

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
３
年
生
と
な
る

た
め
、
本
格
的
に
就
職
活
動
に
向
け
た
情

報
収
集
を
始
め
ま
し
た
。
学
部
や
部
活
動

の
先
輩
方
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
幅
広
い
業
界
を
研
究
し
、
自
分
の
就

職
活
動
の
軸
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
明
倫
奨
学
金
給
付
に
よ
る
ご

支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

自
身
が
奨
学
金
に
よ
っ
て
学
ぶ
機
会
を
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
平

等
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
人
間
へ
と
成
長
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

私
は
、
富
山
国
際
大
学
に
入
学
し
て

約
１
年
が
経
ち
、
学
業
と
部
活
動
の
両
立

を
意
識
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
大
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
学
業
と
部
活
動
の
２
つ
に
分
け
、
内

容
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
学
業
に
つ
い
て
で
あ
る
。
後
期

で
は
、
２
年
時
に
４
つ
の
専
攻
か
ら
１
つ

の
専
攻
を
選
択
す
る
た
め
の
授
業
が
増
え

た
。
専
攻
は
、
観
光
、
環
境
、
経
営
情

報
、
英
語
国
際
キ
ャ
リ
ア
の
４
つ
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
観
光
、
環
境
、
経
営
情

報
の
専
攻
に
つ
い
て
の
概
論
を
履
修
し

た
。
観
光
で
は
、
観
光
の
歴
史
や
地
理
な

ど
を
学
ん
だ
。
環
境
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
や

環
境
汚
染
に
つ
い
て
学
び
、
現
代
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
た
。
経
営
情
報
で
は
、
富

山
県
で
経
営
し
て
い
る
企
業
の
話
を
聞
い

た
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
で
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
授

業
を
も
と
に
、
高
鍋
高
校
Ｃ
Ｉ
ク
ラ
ス
で

学
ん
だ
情
報
系
の
知
識
を
活
か
し
な
が
ら

将
来
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
情
報

専
攻
を
選
択
し
、
２
年
時
か
ら
は
学
び
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
部
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
２

０
２
５
年
度
シ
ー
ズ
ン
は
様
々
な
大
会
に

出
場
し
た
。
ま
ず
は
全
日
本
大
学
ロ
ー
イ

ン
グ
選
手
権
だ
。
こ
の
大
会
で
は
、
チ
ー

ム
の
シ
ー
ズ
ン
最
大
目
標
と
し
て
お
り
、

こ
こ
で
優
勝
す
る
た
め
に
日
々
仲
間
た
ち

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
た
。

ま
た
、
レ
ー
ス
本
番
で
も
メ
ン
バ
ー
で
何

度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
優
勝

す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

富
山
国
際
大
学
と
し
て
は
総
合
準
優
勝
も

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
１
０
月

に
は
、
宮
崎
県
代
表
と
し
て
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
出

場
し
た
。
こ
の
種
目
に
は
日
本
代
表
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
経
験
が
あ
る
選
手
も

出
場
し
て
お
り
、
厳
し
い
戦
い
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
結
果
は
８
位
入
賞
と
目
標

と
し
て
い
た
入
賞
に
届
く
こ
と
が
で
き
、

点
数
を
獲
得
し
、
宮
崎
県
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
後
期
で
は
、
前
期
で
学
ん
だ

新
し
い
体
験
を
活
か
し
、
大
会
結
果
や
学

業
成
績
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
、
来
年
度
で
は
さ
ら
に
自
分

の
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
地
に
足
を
つ

け
て
努
力
し
、
チ
ー
ム
に
貢
献
は
も
ち
ろ

ん
、
宮
崎
県
に
も
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。

明
倫
奨
学
生
レ
ポ
ー
ト

広
島
大
学
４
年

日
　
髙
　
大
　
輝

立
教
大
学
２
年

横
　
山
　
優
　
莉

九
州
医
療
科
学
大
学
３
年

石
　
黒
　
星
　
那

富
山
国
際
大
学
１
年

井
　
上
　
佑
　
人

駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
に

も
生
か
し
、
三
年
生
は
最
後
の
集
大
成
と
な

る
玉
竜
旗
で
結
果
で
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、
残
り
の
期
間
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ー
イ
ン
グ
部

橋
　
口
　
翔
　
太

弓
道
部

児
　
玉
　
莉
　
乃

放
送
部

ラ
グ
ビ
ー
部

主
将　

山
　
田
　
幸
　
弥

剣
道
部

坂
　
本
　
星
　
奈

ホ
ッ
ケ
ー
部

　
顧
問
　
髙
　
木
　
美
　
里

２
年
探
究
科
学
科

田
　
中
　
理
　
桜

　

こ
れ
ま
で
緊
張
し
や
す
い
性
格
か
ら
思
う

よ
う
に
結
果
が
出
ず
、
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
課
題
と
向
き
合

い
、
一
本
一
本
を
大
切
に
練
習
し
て
き
た
こ

と
、
そ
し
て
大
会
当
日
に
誰
よ
り
も
弓
道
を

楽
し
め
た
こ
と
が
、
今
回
の
優
勝
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弓
道
の
礼
儀
を
重
ん
じ
る
武
道
と

し
て
の
誇
り
や
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
外
部
指
導
の
先
生
や
、
競
技
と
し
て
の
面

白
さ
を
教
え
、
大
会
直
前
ま
で
同
じ
目
線
で

一
緒
に
戦
い
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先

生
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
通
過

点
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
優
勝
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
宮
崎
県
の
選
手
達
の
思
い

を
背
負
い
、
九
州
大
会
・
全
国
大
会
で
も
一

射
一
射
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
後
悔
の
な
い

射
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


